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11
月
定
例
会
で
は
一
般
会
計
補
正
予

算
案
の
総
務
教
育
常
任
委
員
会
所
管
分

な
ど
８
議
案
を
審
議
し
、
原
案
通
り
可

決
し
た
。
懸
案
だ
っ
た
東
京
の
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
見
直
し
も
、
港
区
新
橋

の
ビ
ル
の
１
、２
階
に
岡
山
県
と
共
同
で

店
舗
を
開
設
す
る
知
事
提
案
を
議
論
の

末
に
了
承
。
５
年
間
分
の
家
賃
な
ど
に

相
当
す
る
５
億
８
百
万
円
の
債
務
負
担

行
為
の
予
算
も
可
決
し
た
。

　

陳
情
は
計
３
件
。
い
ず
れ
も
島
根
原

発
に
関
す
る
も
の
だ
っ
た
。「
２
号
機
の

新
規
制
基
準
適
合
申
請
の
説
明
会
を
県

が
主
催
し
て
開
催
す
る
よ
う
求
め
る
陳

情
」
は
、
地
域
住
民
へ
の
説
明
会
は
12

月
に
中
電
主
催
で
開
催
さ
れ
、
県
は
今

後
も
中
電
に
対
し
て
、
開
催
を
重
ね
て

求
め
て
い
く
意
向
が
あ
る
こ
と
。
県
民

の
持
つ
不
安
や
疑
問
に
答
え
る
こ
と
は

重
要
で
は
あ
る
が
、
適
合
申
請
の
説
明

責
任
は
、
県
で
は
な
く
中
電
に
あ
る
こ

と
か
ら
、
趣
旨
採
択
と
決
定
し
た
。

　
「
島
根
原
発
の
慎
重
な
再
稼
働
を
求
め

る
陳
情
」
は
、
原
子
力
規
制
委
員
会
が

　

11
月
定
例
会
に
提
案
さ
れ
た
補
正
予

算
、
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

等
15
議
案
に
つ
い
て
は
、
慎
重
審
議
の

結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
し
た
。

　

補
正
予
算
の
主
な
事
業
と
し
て
は
、

学
校
法
人
藤
田
学
院
が
設
置
す
る
鳥
取

看
護
大
学
の
施
設
整
備
費
等
へ
の
助
成
、

来
年
７
月
か
ら
開
催
さ
れ
る
全
国
障
が

い
者
芸
術
・
文
化
祭
鳥
取
大
会
の
準
備

や
運
営
委
託
費
な
ど
で
あ
る
。

　

な
お
、
県
産
材
を
活
用
し
た
住
宅
建

設
等
を
助
成
す
る
「
環
境
に
や
さ
し
い

木
の
住
ま
い
助
成
事
業
」
の
増
額
補
正

に
つ
い
て
は
、「
県
産
材
が
不
足
す
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
供
給
体
制
を

拡
充
す
る
な
ど
、
補
正
予
算
が
十
分
活

用
さ
れ
る
よ
う
対
策
を
講
じ
る
こ
と
」

　

11
月
定
例
会
で
は
一
般
会
計
補
正
予

算
や
県
立
施
設
指
定
管
理
者
の
指
定
な

ど
12
議
案
と
、
継
続
審
査
中
の
陳
情

に
つ
い
て
審
議
し
た
。
主
な
も
の
で

は
、
米
子
空
港
に
昨
年
末
、
ス
カ
イ

委
員
会
活
動

新
規
制
基
準
に
適
合
す
る
と
判
断
を
下

し
て
か
ら
初
め
て
再
稼
働
を
検
討
す
る

段
階
と
な
る
こ
と
か
ら
、
ま
た
、「
１
、

２
号
機
の
再
稼
働
中
止
と
３
号
機
の
建

設
凍
結
を
求
め
る
陳
情
」
は
国
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
施
策
の
動
向
等
を
今
し
ば
ら
く

見
守
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
研
究
留

保
と
し
た
。

　

境
港
市
や
米
子
市
は
島
根
原
発
か
ら

30
㌔
圏
内
の
緊
急
時
防
護
措
置
準
備
区

域
（
Ｕ
Ｐ
Ｚ
）
に
位
置
し
て
い
る
。
原

子
力
防
災
を
所
管
す
る
本
委
員
会
は
、

こ
の
問
題
を
県
民
の
生
命
・
安
全
に
直

結
す
る
県
政
の
最
重
要
課
題
の
一
つ
と

の
認
識
に
立
ち
、
今
後
も
情
報
収
集
に

努
め
、
真
剣
に
議
論
し
て
い
き
た
い
。

と
の
附
帯
意
見
を
付
す
べ
き
と
決
定
し

た
。

　

更
に
、
請
願
１
件
、
陳
情
７
件
の
計

８
件
に
つ
い
て
議
論
を
行
っ
た
。

　

こ
の
う
ち
、「『
手
話
言
語
法
』
の
制
定

を
求
め
る
意
見
書
」
の
提
出
を
求
め
る

陳
情
に
つ
い
て
は
、
よ
り
実
効
性
を
持
っ

て
手
話
言
語
に
関
す
る
権
利
を
保
障
す

る
た
め
、
手
話
を
言
語
と
し
て
普
及
・
研

究
す
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
整
備
に
向

け
た
法
整
備
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
採
択
」
と
決
定
し
た
。

　

ま
た
、「
４
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
予
防
接

種
化
を
求
め
る
意
見
書
」
の
提
出
を
求

め
る
請
願
に
つ
い
て
は
、
欧
米
先
進
国
と

の
ワ
ク
チ
ン
ギ
ャ
ッ
プ
を
解
消
す
べ
く
、

国
に
お
い
て
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
・
実
施
体

制
を
確
保
し
、
定
期
接
種
に
追
加
す
べ

き
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
採
択
」
と
決
定

し
た
。
残
る
陳
情
は
、
３
件
を
不
採
択
、

３
件
を
継
続
審
査
と
し
た
。
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鳥
取
県
議
会
に
は
４
つ
の
常
任
委
員

会
が
あ
り
、
定
例
会
中
の
付
託
案
件
の

審
議
に
加
え
、
閉
会
中
も
継
続
審
査
や

県
内
外
調
査
、
勉
強
会
な
ど
の
活
動
を

し
て
い
ま
す
。
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委
員
会

福
祉
生
活
病
院
常
任
委
員
会

農
林
水
産
商
工
常
任
委
員
会

地
域
振
興
県
土
警
察
常
任
委
員
会

マ
ー
ク
が
成
田
や
神
戸
に
新
航
空
路
を

開
設
し
、
鳥
取
空
港
で
は
３
月
か
ら
羽

田
便
が
１
日
５
便
化
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
追
加
提
案
を
含
め
、
地
域
振
興

部
分
２
０
３
０
万
円
、
県
土
整
備
部

分
３
８
６
１
万
円
を
補
正
予
算
案
に

計
上
。
観
光
Ｐ
Ｒ
や
空
港
施
設
の
整
備

な
ど
に
取
り
組
み
た
い
と
の
提
案
が
あ

り
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
た
。

　

継
続
審
査
中
の
陳
情
は
、
私
学
審
議

会
並
び
に
知
事
に
新
設
校
の
設
置
、
開

設
学
科
、
定
員
等
に
関
し
制
限
を
加
え

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
権
限
の
強
化
を

求
め
た
も
の
だ
が
、
私
立
学
校
法
な
ど

関
係
法
令
に
照
ら
し
可
能
か
否
か
、
今

し
ば
ら
く
慎
重
に
検
討
す
べ
き
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
研
究
留
保
と
し
た
。

　

議
案
・
陳
情
の
審
査
に
加
え
、「
鳥

取
空
港
の
東
側
着
陸
経
路
新
設
」、「
羽

田
発
着
枠
政
策
コ
ン
テ
ス
ト
」、「
山
陰

海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク

再
認
定
審
査
」
な
ど
に
つ
い
て
報
告
を

受
け
、
質
疑
も
行
っ
た
。

　

鳥
取
市
で
11
月
下
旬
、
岡
山
県
議
会

土
木
委
員
会
と
合
同
会
議
を
開
催
し

た
。
土
木
関
係
の
両
県
共
通
課
題
で
意

見
交
換
し
よ
う
と
昭
和
50
年
に
初
め
て

開
か
れ
て
以
来
、
両
県
の
持
ち
回
り
で

開
催
さ
れ
て
い
る
。
今
回
は
両
県
を
結

ぶ
主
要
な
道
路
網
に
つ
い
て
両
県
の
県

土
整
備
部
と
土
木
部
か
ら
報
告
を
受
け

て
意
見
交
換
。
国
な
ど
の
関
係
機
関
に

対
し
て
道
路
整
備
の
促
進
を
求
め
る
要

望
書
を
取
り
ま
と
め
た
。

　

11
月
定
例
会
で
は
、
一
般
会
計
お
よ

び
企
業
会
計
等
の
補
正
予
算
、
手
数
料

条
例
等
の
改
正
、
二
十
世
紀
梨
記
念
館

等
の
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

を
審
議
し
、
原
案
通
り
可
決
し
た
。

　

主
な
事
業
に
つ
い
て
は
、
企
業
の
立

地
が
、
当
初
予
定
よ
り
32
件
増
え
る
見

込
み
の
た
め
、
立
地
補
助
金
の
増
額
。

産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
食
品
研
究
所
（
境

港
市
）
で
の
、
商
品
開
発
支
援
棟
の
新

設
。
県
内
の
小
規
模
の
た
め
池
の
点
検

調
査
。
松
く
い
虫
、
ナ
ラ
枯
れ
対
策
費

の
増
額
。
企
業
局
に
よ
る
太
陽
光
発
電

施
設
の
新
設
な
ど
。

　

主
な
議
論
は
、
中
高
年
者
の
就
職
支

援
の
た
め
の
ミ
ド
ル
・
シ
ニ
ア
仕
事
プ

ラ
ザ
に
つ
い
て
、
来
年
度
以
降
の
継
続

の
予
算
枠
が
提
案
さ
れ
て
い
る
が
、
新

た
に
企
業
再
編
に
よ
り
離
職
者
が
増
え

て
い
る
事
情
を
、
十
分
考
慮
し
た
予
算

と
す
る
こ
と
。

　

来
年
度
の
コ
メ
の
生
産
数
量
目
標

が
、
鳥
取
県
は
大
幅
な
減
少
と
な
っ
て

お
り
、
そ
の
代
替
作
物
と
し
て
国
は
飼

料
米
の
推
進
を
奨
励
し
て
い
る
が
、
県

内
に
飼
料
工
場
が
な
い
こ
と
や
、
輸
入

飼
料
と
の
間
で
ま
だ
価
格
差
が
あ
る
こ

と
な
ど
に
、十
分
な
配
慮
を
行
う
こ
と
。

　

境
港
魚
市
場
内
の
仲
卸
店
舗
を
地
元

に
売
却
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
十
分

な
集
客
を
図
る
た
め
、
県
に
よ
る
継
続

的
な
フ
ォ
ロ
ー
が
必
要
で
あ
る
こ
と
な

ど
で
あ
っ
た
。

　

今
年
度
も
県
内
の
農
林
水
産
業
、
商

工
業
の
振
興
、
雇
用
・
労
働
行
政
の
課

題
解
決
の
た
め
に
、
常
任
委
員
一
同
活

発
な
議
論
を
行
い
、
様
々
な
提
案
を

行
っ
て
い
く
所
存
で
あ
る
。
県
民
の
皆

様
か
ら
も
、
積
極
的
に
意
見
を
聞
か
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。


